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長
野
県
保
育
研
究
大
会
・　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
子
育
て
塾
の
延
期
を
決
定

令
和
２
年
度
通
常
社
員
総
会
は
、
5
月

18
日
、
長
野
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
書
面
議
決
を
認

め
る
こ
と
と
し
、
35
名
の
代
議
員
か
ら
書

面
議
決
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
代

議
員
は
、
２
名
で
し
た
。

海
野
会
長
あ
い
さ
つ
、
長
野
県
こ
ど
も
・

家
庭
課
の
藤
木
課
長
様
ご
祝
辞
の
後
、
議

事
に
入
り
、
議
案
は
全
て
全
会
一
致
で
承

認・可
決
さ
れ
ま
し
た（
３
～
11
面
参
照
）。

第
１
号
議
案

　

令
和
元
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　

令
和
元
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
度
財
務
諸
表

　
（
監
査
報
告
）

第
３
号
議
案

　

令
和
２
年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ
い
て

第
４
号
議
案

　

令
和
２
年
度
の
会
費
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

　

令
和
２
年
度
収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て

第
６
号
議
案

　

理
事
の
選
任
に
つ
い
て

皆
様
お
忙
し
い
中
、
令
和
２
年
度
通
常

社
員
総
会
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
長
野
県
こ
ど

も
・
家
庭
課
の
藤
木
課
長
様
に
お
か
れ
ま

し
て
も
お
忙
し
い
中
ご
出
席
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

子
ど
も
達
自
ら
考
え
て
行
動
し
て
い
く

こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の
保
育
の
目
標
と
し

て
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で

も
、
主
体
的
に
考
え
行
動
で
き
る
課
題
解

決
型
の
運
営
が
必
要
と
さ
れ
、
変
化
に
素

早
く
対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必

須
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
公
立

保
育
園
で
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
し
よ
う
と

す
る
と
、
庁
舎
内
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ

ム
で
は
対
応
が
難
し
い
と
い
う
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
外
部

と
接
触
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
、
学
校
だ
け

で
な
く
保
育
園
で
も
必
要
で
、
我
々
も
こ

の
よ
う
に
集
ま
ら
ず
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
生
活
様
式
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
今
後
の
保
育
研
究
大
会
の
あ
り

方
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

4
月
か
ら
長
野
県
こ
ど
も
・
家
庭
課
長

を
務
め
て
お
り
ま
す
藤
木
秀
明
で
す
。
ど

う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

防
止
の
観
点
か
ら
、
学
校
が
臨
時
休
業
と

な
る
厳
し
い
状
況
下
に
お
い
て
、
保
育
所

で
は
感
染
予
防
を
徹
底
し
た
う
え
で
開
園

い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
手
洗
い
・
消

毒
、
換
気
な
ど
、
通
常
時
に
は
な
い
配
慮

が
求
め
ら
れ
、
保
育
現
場
に
は
大
き
な
ご

負
担
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
拝
察
い
た
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
夏
場
に
向
け
て
、
こ
ま

め
な
水
分
補
給
な
ど
熱
中
症
対
策
に
留
意

し
な
が
ら
保
育
の
提
供
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

さ
て
、
保
育
の
無
償
化
、
保
育
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
な
ど
保
育
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
保
育
士
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
、
自

信
を
持
っ
て
保
育
し
て
い
た
だ
く
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
県
で
は
引
き
続
き
処
遇
改

善
、
研
修
機
会
の
提
供
な
ど
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

保
育
は
、
子
ど
も
た
ち
の
人
生
の
基
盤

を
形
成
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
、
県
内
保
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

主
な
決
定
事
項

〇
令
和
２
年
度
事
業
計
画

・
長
野
県
保
育
研
究
大
会　

令
和
３
年

度
に
延
期

開
催
地
は
小
諸
市
、
分
科
会
発
表

者
（
園
）
は
、
今
年
度
の
予
定
者

が
行
い
ま
す
。

・
保
育
所
地
域
子
育
て
塾　

令
和
３
年

度
に
延
期

開
催
地
な
ど
は
、
各
地
区
の
保
育

部
員
が
決
定
し
ま
す
。

〇
令
和
２
年
度
会
費

個
人
割
の
会
費
千
五
百
円
を
、
令

和
２
年
度
に
限
り
、千
円
と
し
ま
す
。

〇
令
和
２
年
度
収
支
予
算

長
野
県
保
育
研
究
大
会
、
保
育
所

地
域
子
育
て
塾
に
つ
い
て
は
予
算

を
計
上
し
て
い
ま
せ
ん
。

災
害
見
舞
金
（
創
設
）
を
計
上
し

ま
し
た
。
昨
年
の
台
風
19
号
で
被

災
し
た
施
設
等
に
支
給
す
る
予
定

で
す
。

〇
理
事
の
選
任

佐
藤
裕
子
（
佐
久
市
立
城
山
保
育

園
長
）

（
前
任
者
の
辞
任
に
伴
う
選
任
）

令
和
２
年
度
通
常
社
員
総
会

（
一
社
）
長
野
県
保
育
連
盟

海
野
会
長
あ
い
さ
つ

藤
木
課
長
あ
い
さ
つ

令
和
２
年
通
常
社
員
総
会	

・…
…
１

藤
木
課
長
あ
い
さ
つ	

・…
…
２

役
員
・
代
議
員
名
簿	

・…
…
３

令
和
元
年
度
事
業
報
告	

…
４・５

令
和
元
年
度
収
支
決
算
書	

・…
…
６

令
和
元
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て	

・…
…
７

正
味
財
産
増
減
計
算
書	

・…
…
８

正
味
財
産
増
減
計
算
書
・
貸
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対
照
表	

・…
…
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令
和
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書
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修
・
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刷
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一
般
社
団
法
人
長
野
県
保
育
連
盟
の
皆

様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
育
ち
と
保
護
者
の
子
育
て
を
支
え

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
県
の
保
育
・
子
育
て
支
援

施
策
の
推
進
に
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力

を
賜
っ
て
い
る
こ
と
に
、
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
中

も
、
保
育
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の

た
め
、
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
、
開
所

を
継
続
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
手
洗
い
、

消
毒
、
換
気
等
の
感
染
予
防
策
の
継
続
に

加
え
、
熱
中
症
対
策
に
も
十
分
に
配
慮
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
県
で
は
本
年
三
月
に
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
の
実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村

を
支
援
し
、「
み
ん
な
で
支
え
る
子
育
て
安

心
県
」の
構
築
を
目
指
し
て
、
今
年
度
か
ら

五
年
間
の
計
画
期
間
に
お
け
る
幼
児
期
の

教
育
・
保
育
の
量
の
見
込
み
、
提
供
体
制

の
確
保
等
を
定
め
る「
第
二
期
長
野
県
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
支
援
計
画
」を
策

定
い
た
し
ま
し
た
。

御
案
内
の
と
お
り
、
少
子
化
に
よ
り
乳

幼
児
人
口
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
女
性

の
就
業
率
の
上
昇
等
に
よ
り
、
三
歳
未
満

児
の
保
育
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
延
長
保
育
等
の
需
要
の
増
加
、

発
達
障
が
い
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ

子
ど
も
へ
の
対
応
、
子
育
て
に
悩
む
保
護

者
へ
の
支
援
な
ど
、保
育
所
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
は
多
様
化
し
、
求
め
ら
れ
る
役
割
は
一

層
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
は
、
保
育
人
材
の
確
保
と
そ

の
資
質
向
上
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
新
規
学
卒
者

の
確
保
の
た
め
、
返
還
免
除
型
の
修
学
資

金
の
貸
付
、
養
成
施
設
と
連
携
し
た
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

潜
在
保
育
士
の
復
職
を
促
進
す
る
た
め
、

保
育
士
人
材
バ
ン
ク
に
お
け
る
マ
ッ
チ
ン

グ
、
就
職
準
備
金
等
の
返
還
免
除
型
貸
付
、

職
場
復
帰
に
向
け
た
研
修
会
の
開
催
等
に

よ
り
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
保
育
士
と
し
て
勤
務
し
て

い
る
皆
様
に
や
り
が
い
を
持
っ
て
勤
務
を

継
続
し
て
い
た
だ
く
た
め
、キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
に
必
要
な
各
種
研
修
の
機
会
の
確
保
、

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
応
じ
た
処
遇
改
善
、
保

育
に
専
念
で
き
る
環
境
づ
く
り（
補
助
者
の

雇
用
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
等
の
支
援
）、
各

園
か
ら
の
御
要
請
に
基
づ
く
保
育
専
門
相

談
員
の
派
遣
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
保
育
士

の
皆
様
が
、
保
育
現
場
で
経
験
を
積
み
、

自
信
を
持
っ
て
仕
事
に
打
ち
込
め
る
よ
う

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
保
育
所
保
育
指
針
」に
お
い
て
、
保
育

所
は「
子
ど
も
が
生
涯
に
わ
た
る
人
間
形
成

に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
時
期
に
、
そ
の

生
活
時
間
の
大
半
を
過
ご
す
場
」と
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
社
会
の
変
化
に
適
応
し
、
た

く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
を
育
む
幼
児
教
育

の
充
実
を
目
指
し
て
、
昨
年
三
月
に「
信
州

幼
児
教
育
振
興
指
針
」を
策
定
し
、
翌
四

月
に「
信
州
幼
児
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」を

設
置
い
た
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
が
、
園
種
を
超
え
て
質
の
高
い
教
育
・

保
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
保
育
の
質
の
確
保
と
同
時
に
、

拡
大
す
る
保
育
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
受
け
皿
の
確
保
や
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

の
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

各
園
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
特
性
に
合
わ
せ
、

そ
の
可
能
性
の
芽
を
伸
ば
す
豊
か
な
生
活

の
場
を
提
供
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、

地
域
の
身
近
な
子
育
て
支
援
機
関
と
し
て
、

そ
の
専
門
性
を
生
か
し
て
保
護
者
や
地
域

の
子
育
て
家
庭
を
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
一
般
社
団
法
人
長
野
県
保
育

連
盟
の
今
後
益
々
の
御
発
展
を
祈
念
申
し

上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

長
野
県 

県
民
文
化
部 

こ
ど
も
・
家
庭
課
長　

藤　

木　

秀　

明　

ご
あ
い
さ
つ
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１　

会　
　

議

⑴　

通
常
社
員
総
会

令
和
元
年
５
月
27
日
（
月
）　
（
長
野
市　

ホ
テ
ル
信
濃
路
）

ア　

平
成
30
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て

イ　

財
務
諸
表
に
つ
い
て

ウ　

監 

査 

報 

告

エ　

令
和
元
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支
予
算
（
案
）
に

つ
い
て

オ　

理
事
・
監
事
の
選
任
に
つ
い
て

カ　

行
政
説
明　

長
野
県
こ
ど
も
・
家
庭
課

課
長
補
佐　

河
野　

貴　

氏

⑵　

理　

事　

会

第
１
回　

令
和
元
年
５
月
27
日
（
月
）　　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
（
長
野
市　

ホ
テ
ル
信
濃
路
）

令
和
元
年
度
通
常
社
員
総
会
に
付
議
す
る
議
案
に
つ
い
て

第
２
回　

令
和
元
年
５
月
27
日
（
月
）　　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
（
長
野
市　

ホ
テ
ル
信
濃
路
）

会
長
（
代
表
理
事
）・
副
会
長
の
選
定
に
つ
い
て
他

第
３
回　

令
和
２
年
３
月
10
日
（
火
）　

中
止

⑶　

監　
　

査

平
成
31
年
４
月
22
日
（
月
）

　
　
　
　
（
長
野
市　

長
野
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
）

平
成
30
年
度
事
業
及
び
収
支
決
算
、
財
務
諸
表
に
つ
い
て

受
検

⑷　

正
副
会
長
会
議

第
１
回　

令
和
元
年
５
月
27
日
（
月
）
長
野
市
ホ
テ
ル
信
濃
路

ア　

平
成
31
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て

イ　

財
務
諸
表
に
つ
い
て

ウ　

令
和
元
年
度
事
業
計
画（
案
）及
び
収
支
予
算（
案
）に
つ

い
て　

他

第
２
回　

９
月
13
日
（
金
）
長
野
市
ホ
テ
ル
信
濃
路

第
59
回
長
野
県
保
育
研
究
大
会
に
つ
い
て　

他

第
３
回　

10
月
17
日
（
木
）　

長
野
市
中
央
隣
保
館

第
59
回
長
野
県
保
育
研
究
大
会
の
事
後
処
理
に
つ
い
て

　

長
野
県
知
事
と
の
懇
談
、
県
政
要
望
に
つ
い
て　

他

第
４
回　

12
月
24
日
（
火
）　

長
野
市
ホ
テ
ル
国
際
会
館

第
60
回
長
野
県
保
育
研
究
大
会
に
つ
い
て　

他

第
５
回　

令
和
２
年
３
月
10
日
（
火
）
中
止

２　

部
会
、
委
員
会

⑴　

管
理
部
会

研
究
テ
ー
マ
等　

子
ど
も
の
命
を
守
る　
５
回
開
催

長
野
県
保
育
研
究
大
会
特
別
分
科
会
（
中
止
）

⑵　

保
育
部
会

研
究
テ
ー
マ
等　

令
和
版
「
保
育
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
作
成　

　
　
　
　
　
　　
５
回
開
催

長
野
県
保
育
研
究
大
会
分
科
会
（
中
止
）

研
究
発
表
レ
ポ
ー
ト
の
収
集
整
理
、
助
言
者
と
の
連
絡
な
ど
、

分
科
会
の
準
備
を
進
め
た
。

保
育
所
地
域
子
育
て
塾　

県
下
４
会
場
の
企
画
運
営

⑶　

給
食
委
員
会

研
究
テ
ー
マ
等　

食
事
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
改
訂　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　　

２
月
作
成
、
配
布　
５
回
開
催

３　

研 

修 
会 
等

⑴　

保
育
所
地
域
子
育
て
塾
（
参
加
者
合
計　

２
、６
４
４
人
）

　
　

東
信　

令
和
元
年
６
月
22
日
（
土
）

佐
久
市　
コ
ス
モ
ホ
ー
ル　

参
加
者　
７
６
７
人

演
題　

乳
幼
児
期
か
ら
育
む
自
尊
感
情　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

～
生
き
る
力
、
乗
り
越
え
る
力
～

講
師　

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ
大
学

教
授　

近
藤　
　

卓　

先
生

　
　

南
信　

令
和
元
年
７
月
６
日
（
土
）

茅
野
市
民
館　

参
加
者　

６
０
７
人

演
題　

幼
保
小
連
携
に
基
づ
く
接
続
期
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

　
　
　
　
　
　

  　

遊
び
の
持
つ
意
義
に
つ
い
て

　
　
　

～
子
ど
も
の
遊
び
と
学
び
を
つ
な
ぐ
生
活
科
＆

　
　

接
続
期
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
意
義
と　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
成
ポ
イ
ン
ト
～

講
師　

上
越
教
育
大
学
教
職
大
学
院

教
授　

木
村　

吉
彦　

先
生

　
　

中
信　

令
和
元
年
６
月
29
日
（
土
）

豊
科
公
民
館　

参
加
者　

６
１
０
人

演
題　

Ａ
Ｉ
時
代
を
越
え
て
い
く
教
育
の
行
方

講
師　
（
一
社
）
家
族
・
保
育
デ
ザ
イ
ン
研
究
所

代
表
理
事　

汐
見　

稔
幸　

先
生

　
　

北
信　

令
和
元
年
７
月
13
日
（
土
）

須
坂
市
文
化
会
館
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル　

参
加
者　

６
６
０
人

演
題　

子
ど
も
の
遊
び
と
学
び
を
支
援
す
る
専
門
家
に

な
る

講
師　

信
州
大
学
教
育
学
部教

授　

伏
木　

久
始　

先
生

⑵　

私
立
保
育
所
等
理
事
長
・
所
長
研
修
会
（
参
加
者　

69
人
）

　
　

令
和
元
年
８
月
29
日（
木
）～
30
日（
金
）
　

諏
訪
市　

浜
の
湯

ア　

行
政
説
明　

長
野
県
こ
ど
も
・
家
庭
課

課
長
補
佐　

河
野　
　

貴　

氏

〃　
　
　
　
　
　

担
当
係
長　

宮
川
あ
ゆ
み　

氏

イ　

講　

演
（
第
１
日
）

演
題　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
を
考
え
る

講
師　

認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら園

長　

堀　
　

昌
浩　

先
生

　
　
　

あ
そ
び
の
森
あ
き
わ園

長　

竹
内　

勝
哉　

先
生

　
　
　
　
　
（
第
２
日
）

演
題　

保
育
を
取
り
巻
く
最
近
の
情
勢
に
つ
い
て

講
師　
（
一
社
）
長
野
県
保
育
連
盟会

長　

海
野　

暁
光　

氏

（
一
社
） 長
野
県
保
育
連
盟  

令
和
元
年
度
事
業
報
告
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⑶　

全
国
保
育
協
議
会
等
の
研
修

ア　

全
国
保
育
協
議
会
関
係

教
育
・
保
育
施
設
長
専
門
講
座　

４
人

保
育
人
材
養
成
会
議　

１
人

イ　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
保
育
協
議
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

保
育
士
の
専
門
性
を
高
め
る
研
修
会

４　

保
育
研
究
大
会

⑴　

第
59
回
長
野
県
保
育
研
究
大
会
（
木
島
平
村
）　

中
止
（
台

風
19
号
接
近
に
よ
り
）

分
科
会　

令
和
元
年
10
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　

木
島
平
小
学
校
教
室
他

　
　
　
　

17
分
科
会
、
研
究
発
表
32
テ
ー
マ

全
体
会　

令
和
元
年
10
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　

木
島
平
村
体
育
館

研
究
発
表
：
木
島
平
村
お
ひ
さ
ま
保
育
園
、　　
　

保
育
功
労
者
表
彰　

３
人

記
念
講
演

　
　

演
題　

０・１・２
歳
児
保
育
の
質
を
高
め
る

～
あ
た
り
ま
え
を
見
直
す
～

　
　

講
師　

和
洋
女
子
大
学

准
教
授　

伊
瀬　

玲
奈　

先
生

⑵　

第
60
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
保
育
研
究
大
会（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

令
和
元
年
７
月
３
日
（
水
）
～
４
日
（
木
）

長
野
県
関
係
参
加
者
数　

76
人

長
野
県
関
係
分
科
会
発
表
者
等

議　

長　

第
５
分
科
会　

長
野
県
保
育
連
盟
副
会
長

（
佐
久
市
青
沼
保
育
園　

園
長
）
島
﨑　

弘
子　

先
生

発
表
者

第
２
分
科
会

長
野
市 

昭
和
保
育
園　
　

保
育
士　

宮
澤　

美
保　

先
生

長
野
市 

安
茂
里
保
育
園　

保
育
士　

坂
戸　

仁
美　

先
生

第
６
分
科
会

伊
那
市 

美
篶
西
部
保
育
園　

園
長　

山
岸　

恭
子　

先
生

伊
那
市 

竜
北
保
育
園　
　

保
育
士　

小
林　

悠
樹　

先
生

⑶　

第
63
回
全
国
保
育
研
究
大
会
（
広
島
県
広
島
市
）

令
和
元
年
11
月
13
日
（
水
）
～
15
日
（
金
）

長
野
県
関
係
参
加
者
数　

６
人

長
野
県
関
係　

分
科
会
発
表
者

第
２
分
科
会

長
野
市 

昭
和
保
育
園　
　

保
育
士　

宮
澤　

美
保　

先
生

長
野
市 

安
茂
里
保
育
園　

保
育
士　

坂
戸　

仁
美　

先
生

⑷　

第
61
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
保
育
研
究
大
会（
長
野
大
会
）実
行
委

員
会

実
行
委
員
に
よ
る
埼
玉
大
会
の
視
察
を
行
う
と
と
も
に
、

基
調
講
演
講
師
及
び
分
科
会
助
言
者
の
決
定
、
特
別
分
科
会

の
準
備
な
ど
を
進
め
た
（
６
回
開
催
）。

５　

全
国
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

⑴　

全
国
保
育
協
議
会
協
議
員
総
会  

⑵　

全
国
保
育
組
織
正
副
会
長
等
会
議

⑶　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
保
育
協
議
会
会
長
会

⑷　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
保
育
事
業
連
絡
協
議
会

６　

機
関
紙「
保
育
し
な
の
」の
発
行 （
広
報
委
員
会
の
開
催 

３
回
）

第
１
６
９
号　

令
和
元
年
６
月
25
日　

社
員
総
会
、
Ｈ
30

決
算
、
事
業
報
告
、
Ｒ
元
予
算
、
事
業
計

画
等

第
１
７
０
号　

12
月
５
日　

保
育
所
地
域
子
育
て
塾
、
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
等

第
１
７
１
号　

令
和
２
年
３
月
１
日　
　

知
事
と
の
懇

談
、
部
会
・
委
員
会
活
動
報
告
等

７　

保
護
者
向
け
情
報
誌
「
す
こ
や
か
」
の
発
行

第
32
号
（
元
年
５
月
）、
第
33
号
（
元
年
９
月
：
お
さ
な
ご

合
併
号
）、
第
34
号
（
２
年
１
月
）

８　

保
育
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る
知
事
要
望
等

令
和
元
年
12
月
24
日
（
火
）

長
野
県
庁
、
海
野
会
長
及
び
副
会
長　

６
名
出
席

「
保
育
施
策
と
予
算
に
関
す
る
要
望
書
」
を
提
出
、
阿
部
知

事
及
び
高
橋
こ
ど
も
・
若
者
担
当
部
長
と
懇
談
し
た
。

９　

保
育
士
養
成
校
と
の
懇
談
会

連
盟
役
員
と
保
育
士
養
成
校
の
懇
談
会　

中
止

10　

保
育
士
等
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修

保
育
所
地
域
子
育
て
塾
は
、
長
野
県
か
ら
「
保
育
士
等
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
」
の
指
定
を
受
け
開
催
し
た
。

　

保
育
所
地
域
子
育
て
塾

東　

信　
１
６
０
人　

２・５
時
間　

乳
児
保
育
、
幼
児
教
育

南　

信　

６
０
人　
　

２・５
時
間　

幼
児
教
育

中　

信　

８
９
人　
　

２・５
時
間　
乳
児
保
育
、幼
児
教
育

北　

信　

１
８
８
人　

２・５
時
間　

幼
児
教
育

合　

計　

４
９
７
人　

10
時
間

（
注
）長
野
県
保
育
研
究
大
会
（
中
止
）
も
指
定
を
受
け
た
。

11　

そ
の
他

⑴　

保
育
所
児
童
保
育
要
録
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
園

児
指
導
要
録
ほ
か
の
様
式
、「
保
育
要
録
等
記
入
の
手
引
き
」

を
有
償
配
布
し
た
。

⑵　

保
護
者
向
け
の
「
食
事
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
を
作
成

し
、
無
償
配
布
し
た
。

⑶　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
各
種
情
報
発
信

⑷　

保
育
災
害
保
障
共
済
会
の
運
営

⑸　

上
田
千
曲
高
等
学
校
福
祉
科
の
「
ふ
く
し
ニ
ア
」
の
運
営
に

協
力
し
た
。
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令
和
元
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

◎
収
支
決
算
書

１　
収
入

⑴
会
費
収
入

従
事
者
割
が
予
算
額
を
上
回
り
ま
し

た
が
、
保
育
所
割
、
園
児
割
は
予
算
を

下
回
る
収
入
で
し
た
。

⑵
事
業
収
入

共
同
印
刷
、
研
究
集
録
、
保
育
研
究

大
会
参
加
費
は
予
算
を
上
回
り
ま
し
た

が
、
前
年
度
比
で
は
、
い
ず
れ
も
減
少

し
て
い
ま
す（
正
味
財
産
増
減
計
算
書
参

照
）。

⑶
雑
収
入

全
国
保
育
協
議
会
等
保
育
３
団

体
か
ら
、
台
風
19
号
被
災
地
支
援
金

１
６
２
万
円
が
３
月
末
に
振
り
込
ま
れ

ま
し
た
。
令
和
２
年
度
、
県
内
の
被
災

保
育
園
に
配
分
し
ま
す
。

⑷
合
計

予
算
を
２
３
６
万
円
、
前
年
度
を

１
１
１
万
円
上
回
る
収
入
と
な
り
ま
し
た
。

２　
支
出

⑴
給
料
手
当
と
法
定
福
利
費
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
事
業
費
80
％
、
管
理
費

20
％
で
支
出
し
ま
し
た
。

な
お
、
法
定
福
利
費
は
、
令
和
元
年

度
か
ら
３
月
給
料
分
の
社
会
保
険
料
な

ど
を
未
払
金
と
し
て
計
上
し
、
給
料
と

整
合
し
た
決
算
と
し
ま
し
た
。
結
果
的

に
14
か
月
分
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
、

予
算
が
不
足
し
流
用
し
て
い
ま
す
。

⑵
事
業
費

保
育
研
究
大
会
の
中
止
な
ど
も
あ
り
、

予
算
を
４
６
９
万
円
下
回
り
ま
し
た
。

事
業
別
の
決
算
額
は
事
業
別
支
出
決
算

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ア　

保
育
研
究
大
会
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
印
刷
費
・
賃
借
料
・

委
託
費
な
ど
２
４
３
万
円
の
支
出

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
支
出
状
況

か
ら
参
加
費
収
入
１
６
７
万
円
を

返
還
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

イ　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
保
育
研
究
大
会

は
、
実
行
委
員
会
へ
の
負
担
金

４
０
０
万
円
で
す
。

ウ　

子
育
て
塾
は
、
４
地
区
計
で

１
３
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

エ　

調
査
研
究
は
、
部
会（
保
育
、
管

理
、
給
食
）の
調
査
研
究
に
要
し
た

費
用
で
す
。

エ　

広
報
は
、「
保
育
し
な
の
」、「
す

こ
や
か
」の
編
集
・
印
刷
に
要
し
た

費
用
で
す
。

オ　

事
業
費
総
額
は
、
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
保
育
研
究
大
会
負
担
金
等
に
よ

り
前
年
度
比
３
１
４
万
円
増
加
し

て
い
ま
す（
正
味
財
産
増
減
計
算
書

参
照
）。

⑶
管
理
費

ア　

社
員
総
会
、
理
事
会
、
正
副
会

長
会
な
ど
の
ほ
か
事
務
局
運
営
に

か
か
る
経
費
が
主
で
す
が
、
開
催

要
綱
や
共
同
印
刷
な
ど
の
送
料
は
、

管
理
費
で
支
出
し
て
い
ま
す
。

イ　

パ
ソ
コ
ン
の
更
新
に
よ
り
、
什
器

備
品
で
３
９
万
円
支
出
し
ま
し
た
。

ウ　

予
算
を
６
６
万
円
下
回
り
、
前
年

度
比
１
７
１
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

３　
投
資
活
動
収
支

⑴
取
崩
収
入

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
保
育
研
究
大
会
積
立

資
産
を
取
り
崩
し
、
負
担
金
支
払
い
の

財
源
に
充
て
ま
し
た
。

⑵
特
定
資
産
取
得
支
出

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
保
育
研
究
大
会
積
立

資
産
、
保
育
共
済
会
積
立
資
産
の
定
期

預
金
利
息
を
積
み
立
て
ま
し
た（
元
金
繰

入
）。

４　
当
期
収
支
差
額

２
７
５
万
円
の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

（
注
）本
文
中
の
数
字
は
、
千
円
以
下
を
四
捨
五
入

し
て
い
ま
す

区　　分 予算 a 決算 b 差異 a-b 備　　考

保育研究大会 3,679,000 2,433,662 1,245,338 大会中止による支出減

関ブロ保育研究大会 4,000,000 4,000,000 0 実行委員会への負担金支出

保育所地域子育て塾 1,610,000 1,318,539 291,461 

研修費 976,000 674,547 301,453 
関ブロ大会、
全国大会参加費など

調査研究 1,671,000 1,148,845 522,155 部会、委員会の経費

食事リーフレット 403,000 396,904 6,096 

表彰 56,000 55,659 341 会長表彰

中央会議 499,000 384,094 114,906 全保協、関ブロ会長会など

広報 1,804,000 1,438,127 365,873 
保育しなの、
すこやかの発行

共同印刷・研究集録 4,100,000 3,188,315 911,685 

災害保障共済 1,045,000 0 1,045,000 私立保育所等の災害保障

合　　計 19,843,000 15,038,692 4,804,308 

事業別支出決算（給与関係費を除く）
単位：円
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保　育　し　な　の令和 2 年 7月10日 第172号（10）

新
た
な
保
育
所
保
育
指
針
、
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
教
育
・
保
育
要
領
が
適

用
さ
れ
２
年
が
経
過
し
、
昨
年
10
月
か
ら

は
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
が
始
ま
り

ま
し
た
。
長
野
県
に
お
い
て
は
、
昨
年
４

月
に
信
州
幼
児
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
が
実
施
さ
れ
る

な
ど
、
県
内
す
べ
て
の
保
育
所
・
認
定
こ

ど
も
園
・
幼
稚
園
に
お
け
る
質
の
高
い
幼

児
教
育
の
実
現
に
向
け
、
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
長
野
県
保
育
連
盟
は
、

引
き
続
き
長
野
県
や
市
町
村
の
子
育
て
支

援
対
策
に
、
積
極
的
に
支
援
と
協
力
を
し

て
い
き
ま
す
。
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園

が
地
域
で
担
う
役
割
、
果
た
す
使
命
を
十

分
に
認
識
し
て
、
保
育
の
質
の
向
上
、
保

育
士
・
保
育
教
諭
の
資
質
向
上
を
図
る
た

め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
に
最
大
限
の
留
意
を
し
つ
つ
、
令

和
２
年
度
は
次
の
活
動
方
針
に
よ
り
別
表

の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

（
一
社
）
長
野
県
保
育
連
盟
令
和
２
年
度
事
業
計
画

別　　表

活動方針
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令
和
２
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

１　
収
入

⑴
会
費
収
入

従
事
者
割
を
千
五
百
円
か
ら
千
円
に

減
額（
令
和
２
年
度
の
み
）す
る
た
め
、
前

年
度
予
算
比
３
５
２
万
円
減
少
し
ま
す
。

⑵
事
業
収
入

ア　

共
同
印
刷
収
入

単
価
改
定
に
よ
り
、
１
０
万
円

増
加
し
ま
す
。

イ　

研
究
集
録
収
入
・
保
育
研
究
大

会
参
加
費
収
入

大
会
開
催
の
見
送
り
に
よ

り
、
収
入
が
な
く
な
り
ま
す（
計

２
７
０
万
円
減
少
）。

⑶
合
計

前
年
度
比
６
２
３
万
円
減
少
し
ま
す
。

２　
支
出

⑴
給
料
手
当
と
法
定
福
利
費
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
事
業
費
に
80
％
、
管
理

費
に
20
％
計
上
し
ま
す
。

⑵
事
業
費

ア　

保
育
研
究
大
会
と
子
育
て
塾
の

開
催
見
送
り
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
の
中
止
等
に
よ
り
、
旅
費
交
通

費
、
印
刷
製
本
費
、
諸
謝
金
な
ど

が
減
少
し
ま
す
。

イ　

給
付
金
支
出
は
私
立
保
育
園
災

害
共
済
の
ほ
か
、
災
害
支
援
給
付

金
制
度
を
創
設
し
昨
年
の
台
風
災

害
等
に
対
す
る
給
付
金
支
出
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

ウ　

今
年
度
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
保
育

研
究
大
会
は
中
止
に
な
り
ま
し
た

が
、
令
和
３
年
度
の
開
催
に
向
け

負
担
金
２
８
０
万
円
を
実
行
委
員

会
に
支
出
し
ま
す
。

エ　

事
業
別
の
予
算
額
に
つ
い
て
は
、

事
業
別
支
出
予
算
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

オ　

事
業
費
総
額
は
１
９
８
５
万
円

で
、
前
年
度
比
５
５
１
万
円
減
少

し
て
い
ま
す
。
会
議
費
か
ら
雑
支

出
ま
で
の
合
計
は
１
４
３
４
万
円

で
、
事
業
別
支
出
予
算
の
合
計
と

一
致
し
ま
す
。

⑶
管
理
費

ア　

昨
年
度
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
を
し
た

什
器
備
品
は
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
プ
リ
ン

タ
ー
の
購
入
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
３
５
万
円
減
少
し
ま
す
。

イ　

委
託
費
支
出
は
、
事
務
局
の
長

野
保
健
福
祉
事
務
所
へ
の
移
転（
来

年
２
月
予
定
）に
備
え
、
不
要
物
品

の
廃
棄
処
理
を
予
定
し
て
い
ま
す

（
移
転
に
係
る
運
送
料
は
県
負
担
）。

ウ　

会
議
の
縮
小
に
伴
い
、
会
議
費
、

旅
費
、
賃
借
料
の
減
小
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

３　
投
資
活
動
収
支

⑴
取
崩
収
入

ア　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
保
育
研
究
大
会

積
立
資
産
を
取
り
崩
し
、
負
担
金

支
払
い
の
財
源
に
充
て
ま
す
。

イ　

災
害
支
援
給
付
積
立
資
産
を
取

り
崩
し
、
災
害
支
援
給
付
金
支
給

の
財
源
に
充
て
ま
す
。

⑵
特
定
資
産
取
得
支
出

災
害
支
援
給
付
金
制
度
を
創
設
す
る

た
め
、
今
年
度
か
ら
積
立
を
始
め
ま
す
。

４　
予
備
費

事
業
の
縮
小
に
伴
い
、
予
定
外
の
支

出
に
備
え
８
０
万
円
計
上
し
ま
す
。

５　
当
期
収
支
差
額

７
０
０
万
円
の
赤
字
に
な
り
ま
す
が
、

支
出
予
算
は
余
裕
を
見
込
ん
で
い
ま
す

の
で
、
執
行
に
お
い
て
収
支
の
均
衡
を

目
指
し
ま
す
。

（
注
）本
文
中
の
数
字
は
、
千
円
以
下
を
四
捨
五
入

し
て
い
ま
す

事業別支出予算（給与関係費を除く）
単位：千円

前年度実績は、千円未満四捨五入

区　　分 予算 a 前年度
予算 b

増減
a-b

前年度
実績 c 増減 a-c 備　　考

保育研究大会 0 3,679 △ 3,679 2,434 △ 2,434 大会延期に伴う減額

関ブロ保育研究大会 2,804 4,000 △ 1,196 4,000 △ 1,196 実行委員会への負担金支出

保育所地域子育て塾 0 1,610 △ 1,610 1,319 △ 1,319 延期に伴う減額

研  修  費 372 976 △ 604 675 △ 303 

調査研究 1,981 1,687 294 1,149 832 部会、委員会の経費

食事リーフレット 403 403 0 397 6 

表　　彰 40 40 0 56 △ 16 会長表彰

中央会議 366 499 △ 133 384 △ 18 全保協、関ブロ会長会など

広　　報 1,449 1,804 △ 355 1,438 11 保育しなの、すこやかの発行

共同印刷・研究集録 3,875 4,100 △ 225 3,188 687 

災害保障共済 1,045 1,045 0 0 1,045 私立保育所等の災害保障

災害支援給付 2,000 0 2,000 0 2,000 台風等による施設被災への給付

合　　計 14,335 19,843 △ 5,508 15,040 △ 705 



保　育　し　な　の 令和 2 年7月10日第172号（13）
  

長
野
県
保
育
連
盟
の
組
織
に
つ
い
て

長
野
県
保
育
連
盟
は
、
平
成
28
年
に
一

般
社
団
法
人
化
し
ま
し
た
。
法
律
の
規
定

に
従
い
定
款
を
定
め
、
社
員
総
会
、
理
事

会
に
よ
り
運
営
し
ま
す
。

１　

会
員

認
可
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
、
小

規
模
保
育
事
業
と
保
育
従
事
者
等
が
会

員
と
な
り
ま
す
。

２　

代
議
員（
社
員
）

郡
市
保
育
団
体
か
ら
１
～
２
名
の
代

議
員
が
選
出
さ
れ
、
連
盟
の
社
員
と
な

り
ま
す
。

３　

社
員
総
会

代
議
員
が
出
席
し
、
理
事
・
監
事
の

選
任
、
事
業
計
画
・
予
算
の
承
認
な
ど

の
決
議
を
行
い
ま
す
。

４　

理
事

社
員
総
会
で
13
～
21
人
の
理
事
を
選

任
し
ま
す
。
理
事
は
理
事
会
を
構
成
し
、

連
盟
の
職
務
を
執
行
し
ま
す
。

５　

会
長
・
副
会
長

理
事
会
の
決
議
に
よ
り
、
理
事
の
中

か
ら
選
定
し
ま
す
。
会
長
は
法
律
上
の

代
表
理
事
、
副
会
長
は
業
務
執
行
理
事

に
な
り
ま
す
。

６　

監
事

３
人
以
内
の
監
事
を
社
員
総
会
で
選

任
し
ま
す
。
理
事
の
職
務
執
行
を
監
査

 

令
和
３
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
保
育
研
究
大
会

長
野
開
催
が
決
定
！

　中
止
に
な
っ
た
今
年
度
の
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
保
育
研
究
大
会（
長
野
大
会
）で
す
が
、

令
和
３
年
度
の
長
野
開
催
が
決
定
し
ま
し

た
。
日
程
・
会
場
な
ど
次
の
と
お
り
で
す

の
で
、
多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
と
運
営
協

力
を
、
改
め
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

期　

日

令
和
３
年
７
月
１
日（
木
）～
２
日（
金
）

会　

場
全
体
会　

ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル

分
科
会　

ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
長
野

　
　
　
　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野

◎
全
体
会

基
調
講
演

〇
テ
ー
マ　

Ａ
Ｉ
に
負
け
な
い　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
を
育
て
る

〇
講
師　

新　

井　

紀　

子　

氏

　
　
　
　
　
（
国
立
情
報
学
研
究
所
教
授
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

〇
テ
ー
マ　

新
井
先
生
に
聞
き
た
い
！

　

Ａ
Ｉ
時
代
の
到
来
…

　
　
　

求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
と
は
～

〇
パ
ネ
ラ
ー

新
井
紀
子
氏

竹
内
延
彦（
池
田
町
教
育
長
）

海
野
暁
光（
認
定
こ
ど
も
園
深
志
園
長
）

竹
内
勝
哉（
あ
そ
び
の
森
あ
き
わ
園
長
）

し
、
監
査
報
告
を
作
成
し
ま
す
。

７　

部
会
・
委
員
会

保
育
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
行
う

た
め
、
管
理
部
会
・
保
育
部
会
・
給
食

委
員
会
を
組
織
し
て
い
ま
す
。
保
育
部

会
と
管
理
部
会
は
、
保
育
研
究
大
会
や

子
育
て
塾
の
企
画
・
運
営
も
行
い
ま
す
。

８　

広
報
委
員
会

保
育
し
な
の
の
企
画
・
編
集
な
ど
を

行
う
た
め
、
広
報
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

長
野
県
保
育
連
盟
の
会
費
に
つ
い
て

長
野
県
保
育
連
盟
の
会
費
は
３
つ
の
区

分
が
あ
り
、
年
額
が
次
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

保
育
所
割

１
施
設
当
た
り
五
千
五
百
円

従
事
者
割

１
人
当
た
り
千
五
百
円

園
児
割

１
人
当
た
り
百
円

保
育
所
割
の
う
ち
五
千
円
は
全
国
保
育

協
議
会
の
会
費
、
五
百
円
は
長
野
県
社
会

福
祉
協
議
会
の
会
費
と
し
て
支
出
さ
れ
ま

す（
長
野
県
保
育
連
盟
に
は
残
り
ま
せ
ん
）。

従
事
者
割
は
今
年
度
事
業
の
一
部
延
期

に
伴
い
、
令
和
２
年
度
に
限
り
千
円
に
減

額
さ
れ
ま
し
た
。

区　分 研究テーマ 助言者（所属）
第１分科会 新たな時代の保育実践　～すべての子どもにむけて～ 井桁容子（非営利団体コドモノミカタ代表理事）
第２分科会 配慮を必要とする子どもや家庭への支援にむけて 下山真衣（信州大学助教）
第３分科会 保育者の資質向上を図る 若月芳浩（玉川大学教授）
第４分科会 地域の子育て家庭への支援の充実にむけて 太田光洋（長野県立大学こども学科長）
第５分科会 子どものより良い育ちにむけた関係機関とのネットワーク 伏木久始（信州大学教授）
第６分科会 「食を営む力」の基礎を培う食育の推進 新海シズ（飯田女子短期大学教授）
第７分科会 保育の社会化にむけて　～保育の営みをいかに社会に発信するか～ 岡　健（大妻女子大学教授）調整中
第８分科会 公立保育所・公立認定こども園等の使命と地域社会での役割 伊瀬玲奈（和洋女子大学准教授）
特別分科会 あそんで　あそんで　育つ子ども　～今の保育それでいいの？～ 碓井幸子（清泉女学院短期大学教授）

◎分科会
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長
野
県
保
育
連
盟

災
害
支
援
給
付
金
制
度
を
創
設
し
ま
し
た

１　

趣
旨

災
害
に
よ
り
施
設
被
害
を
受
け
た
正

会
員
で
あ
る
施
設
に
対
し
、
災
害
支
援

給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保

育
の
質
を
維
持
し
ま
す
。

２　

対
象
災
害

全
国
保
育
協
議
会
災
害
見
舞
金
と
同

様
、
暴
風
、
豪
雨
、
豪
雪
、
洪
水
、
地
震
、

火
災
、
そ
の
他
の
災
害
が
対
象
で
す
。

３　

給
付
金

全
国
保
育
協
議
会
災
害
見
舞
金
と
同

額
で
す
。

４　

申
請

⑴
長
野
県
保
育
連
盟
会
長
に
申
請（
被

害
状
況
報
告
書
を
提
出
）し
て
く
だ

さ
い
。

⑵
長
野
県
保
育
連
盟
会
長
は
、
申
請
を

基
に
全
国
保
育
協
議
会
に
被
害
状
況

報
告
書
を
提
出
し
ま
す
。

５　

支
給

全
国
保
育
協
議
会
の
災
害
見
舞
金
と

詳
し
く
は
、
き
ゃ
り
あ
ね
っ
と（
長
野
県

社
会
福
祉
協
議
会
）ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

３　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
保
育
協
議
会

保
育
士
の
専
門
性
を
高
め
る
研
修
会

が
、
令
和
３
年
２
月
に
横
浜
市
で
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。
３
日
間
受
講
す
る
と
保

育
士
等
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
修
了
書
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
11
月
ご
ろ
開
催
要
綱
が

配
布
さ
れ
、
参
加
費
は
一
万
五
千
円
で
す

（
予
定
）。

 

長
野
県
保
育
連
盟
会
長
表
彰
に
つ
い
て

　

保
育
功
労
者
に
対
し
て
、
毎
年
度
会
長

表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
表
彰
の
対
象

保
育
所
等
の
施
設
長
又
は
職
員
等
と
し

て
、
通
算
20
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
者
で

功
績
が
顕
著
な
方
で
す
。

な
お
、
郡
市
保
育
団
体
が
特
に
必
要
と

認
め
た
場
合
は
、
そ
れ
以
外
の
方
も
対
象

に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
３
月
31
日
現
在
、
現
職
の
施

設
長
又
は
職
員
等
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
３
月
31
日
に
退
職
さ
れ
た
場
合
は
、

そ
の
年
の
う
ち
に
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
推
薦

　

郡
市
保
育
団
体
代
表
者
が
行
い
ま
す
。

　

６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
、
郡
市
保

育
団
体
及
び
市
町
村
あ
て
推
薦
依
頼
の
文

書
を
送
付
し
ま
す
。

　

県
保
育
連
盟
、
郡
市
保
育
団
体
に
お
い

て
功
績
が
顕
著
な
方
は
多
数
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
漏
れ
が
な
い
よ
う
、

積
極
的
に
推
薦
を
お
願
い
し
ま
す
。

合
わ
せ
て
長
野
県
保
育
連
盟
の
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
２
倍
の

金
額
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

６　

適
用

昨
年
度
の
災
害
か
ら
適
用
し
ま
す
。

全
国
保
育
協
議
会
の
災
害
見
舞
金
も
発

生
か
ら
１
年
以
内
の
災
害
に
つ
い
て
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
昨
年
の
台
風
19

号
で
被
災
し
た
施
設
は
、
９
月
中
に
被

害
状
況
報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
長
野

県
保
育
研
究
大
会
及
び
保
育
所
地
域
子
育

て
塾
の
延
期
が
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
長
野
県
保
育
連
盟
が
主
催
す
る
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
が
、
今
年
度
は
実
施
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
以
下
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
研
修
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

１　

長
野
県
こ
ど
も
・
家
庭
課

県
が
開
催
す
る
研
修
に
つ
い
て
は
、
日

程
・
会
場
等
を
調
整
中
で
す
。
７
月
中
に

は
決
定
し
、
市
町
村
経
由
で
周
知
さ
れ
る

予
定
で
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

２　

長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
に
つ
い
て
は
、

８
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
る
予

定
で
す
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
リ
ス
ク
低
減
の
た
め
、
体
調
チ
ェ
ッ

ク
の
徹
底
と
マ
ス
ク
着
用
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
定
員
の
削
減
、
飛
沫
感
染
防
止
の

ア
ク
リ
ル
板
設
置
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
剤

準
備
な
ど
の
対
策
が
行
わ
れ
ま
す
。
受
講

料
は
、
二
千
円
か
ら
五
千
円
で
す
。

  

共
同
印
刷
の
単
価
改
定
に
つ
い
て

印
刷
業
者
の
努
力
な
ど
に
よ
り
こ
れ
ま
で

単
価
改
定
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
２
度
の

消
費
税
率
ア
ッ
プ
も
あ
り
、
次
の
と
お
り
単

価
を
増
額
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
理

解
ご
協
力
の
ほ
ど
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

区　分 現　行 改定額 増額 改定率

保育要録記入の手引き 520 590 70 13.5%

児童出席 / 発育測定簿 460 525 65 14.1%

保育要録表紙 380 435 55 14.5%

在籍の記録など３種 30 35 5 16.7%

発達の状況など７種 20 20 据置 −

児童保育要録など 10 種 10 10 据置 −

単位：円

災害の被害額 給付金額

概ね30万円以上
100万円未満 10,000円

100万円以上
500万円未満 30,000円

500万円以上
1,000万円未満 50,000円

1,000万円以上 70,000円
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新
緑
が
華
や
か
に
森
を
彩
る
美
し

さ
の
中
、
各
地
よ
り
梅
雨
入
り
の
声

が
聞
か
れ
た
り
、
山
ゼ
ミ
が
鳴
き
始

め
た
り
と
少
し
ず
つ
夏
の
訪
れ
も
、

身
近
で
感
じ
始
め
て
き
て
い
ま
す
。

編
集
後
記
を
担
当
す
る
事
が
決

ま
っ
た
二
月
の
頃
は
、
ま
だ
、
こ
の

よ
う
な
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
世

界
中
が
支
配
さ
れ
て
し
ま
う
な
ど
、

想
像
す
ら
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

自
園
も
登
園
自
粛
要
請
に
よ
り
、

暫
く
子
ど
も
達
の
声
が
消
え
ま
し
た
。

自
粛
要
請
解
除
後
に
は
元
気
な
子
ど

も
達
の
姿
が
戻
り
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

大
き
な
声
で
泣
く
未
満
児
さ
ん
の
声

す
ら
愛
お
し
く
思
え
ま
し
た
。

昨
年
の
県
保
育
大
会
に
加
え
、
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
保
育
研
究
大
会
、
各
種

研
修
会
の
中
止
の
報
告
も
次
々
に

入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
同
じ
志
を
持

た
れ
る
先
生
方
と
の
出
会
い
を
楽
し

み
に
し
、
ま
た
、
共
に
学
び
合
い
、

吸
収
し
合
え
る
機
会
が
減
っ
て
し

ま
っ
た
事
は
大
変
に
残
念
な
事
で
は

あ
り
ま
す
。

不
安
な
部
分
も
沢
山
あ
り
ま
す

が
、
大
切
な
子
ど
も
達
を
し
っ
か
り

と
守
っ
て
い
け
る
よ
う
に
職
員
の『
保

育
士
力
』を
集
結
し
、
こ
の
危
機
を
乗

り
切
っ
て
い
き
た
い
で
す
。広

報
委
員

編
　
集
　
後
　
記




